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【CT/MRI による脳機能の解明】
研究の背景：画像診断は、形態評価から機能評価、さらには疾
患予測・治療選択へと発展している。MRI をはじめとする高度
画像診断装置の進歩に加え、人工知能（AI）や医療ビッグデー
タ解析技術の進展により、従来は可視化困難であった生体情報
を定量的に評価し、個別化医療へつなげることが可能となって
きた。当教室では、画像診断学を基盤として、工学・情報科学・
臨床医学を融合した次世代医療の実現を目指している。
研究方法・内容：主として MRI を用い、虚血性疾患、変性疾患、
認知症などの脳神経疾患を対象に、定量的画像解析法の開発を
進めている。特に、磁化率マッピング（QSM）、血流・代謝イメー
ジング、17O 標識水 MRI、23Na-MRI などの先端的撮像法を用
いて、生体機能の可視化に取り組んでいる。また、深層学習を
用いた画像再構成、病変検出、診断支援システムの開発や、電
子カルテ・画像・臨床情報を統合した医療 AI 研究も推進して
いる。さらに北海道内医療機関との連携により、遠隔画像診断
や地域医療支援にも取り組んでいる。
これまでの成果：脳血流の定量的評価、神経変性疾患の鉄沈着
解析などに関する MRI 研究を国際的に発信してきた。17O 標
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識水 MRI では、動物実験から臨床研究まで、脳脊髄液動態やグ
リンパティック機能評価への応用を進め、臨床応用への道を拓
いている。近年は AI を活用した画像診断支援、CT/MRI 画像
再構成、医療現場における生成 AI 活用研究にも注力している。
これらを通じ、北海道から世界へ発信する画像診断学研究拠点
の形成を目指している。




